
ALPS処理水とはALPS処理水とは

出典：「みんなで知ろう。考えよう。ALPS処理水のこと」（経産省）（https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/shirou_alps/no4/）をもとに復興庁作成

ALPS処理水は、東京電力福島第一原発の建屋内にある放射性物質を含
む水について、トリチウム以外の放射性物質を、安全基準を満たすまで浄化
した水のことです。トリチウムについても安全基準を十分に満たすよう海水
で大幅に薄めてから放出します。

正しく知ることが復興応援の第一歩
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トリチウム濃度の比較
トリチウムとは、水素の仲間（三重水素）で、雨水
や海水、水道水など、私たちの身体や自然界の中
に広く存在しています。
トリチウムは酸素と結びつき、水とほぼ同じ性質
の液体として存在しています。そのため、水の中
からトリチウムだけを分離することは極めて難し
いです。

海洋放出する際のトリチウム濃度は、
国の安全基準やWHOの飲料水基準を
大きく下回ります。
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世界の原子力関連施設のトリチウム年間処分量（液体）
世界各国の原子力関連施設は、安
全基準を守った上でトリチウムを
処分しています。
これらの施設周辺からは、トリチウ
ムが原因とされる影響は見つかっ
ていません。 日本
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10,000兆BqALPS処理水処分時のトリチウムの総量の水準※

は、国内外の多くの原子力発電所等からの放出
量と比べても低い水準
※年間22兆ベクレルを下回るレベル（事故前の管理目標と同じ）
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